
社会保障審議会生活困窮者自立支援
及び生活保護部会（第１９回）
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（一社）若草プロジェクト
設立 2016年3月
役員
代表理事 大谷恭子 弁護士
理事 村木太郎 （社福）南高愛隣会理事 （NPO）ストローク会理事長

大正大学地域構想研究所教授
理事 遠藤智子 （一社）社会的包摂サポートセンター事務局長
理事 瀬尾まなほ 瀬戸内寂聴秘書
理事 牧田史 弁護士 子どもの人権と少年法に関する特別委員会等所属
理事 佐藤加奈 （社福）日本身体障害者団体連合会事務局次長
理事 佐藤静江 社会福祉士 精神保健福祉士
理事 福田万祐子 福田医院統括 株式会社ユーコー代表取締役
監事 塩生朋子 弁護士

代表呼びかけ人
村木 厚子（元厚生労働事務次官 津田塾大学客員教授）

呼びかけ人
浅倉むつ子（早稲田大学名誉教授）、上野千鶴子（NPO 法人WAN理事長 東京大学名誉教授）
小津博司（弁護士 元検事総長）、菊地裕太郎（弁護士 元日弁連会長）
熊坂義裕（医師 （一社）社会的包摂サポートセンター代表理事）
小室等（ミュージシャン）、千葉景子（日本更生保護女性連盟会長 元法務大臣）
堂本暁子（元千葉県知事 女子刑務所の在り方研究委員会委員長）
道浦母都子（歌人）、山田洋次（映画監督）
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若草物語（原題Little Women）は子どもから少女、大人の女性へ若草物語（原題Little Women）は子どもから少女、大人
の女性へと成長していく不安定な年ごろの四姉妹を描いた小説です。緑豊かな草原はもとより、どんな荒地でも必ずや一
本一本の若草、それぞれの場所で根をおろし強く生きてくれることを心から願い、私たちの団体名を若草プロジェクトとし
ました。と成長していく不安定な年ごろの四姉妹を描いた小説です。緑豊かな草原はもとより、どんな荒地でも必ずや一
本一本の若草、それぞれの場所で根をおろし強く生きてくれることを心から願い、私たちの団体名を若草プロジェクトとし
ました。
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生きづらさを抱えた少女・若い女性たちと支援者、
支援者と支援者、
支援の現場と企業・社会をつなぎます。

活動の状況
・LINE相談の実施
・若草ハウスの運営
・まちなか保健室の運営
・企業や専門機関・行政と支援の現場をつなぐ活動
（TsunAが～る）
・若草メディカルサポート基金
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少女や若い女性たちの問題の深刻さは、
あまり社会で認知されていません。
家出や援助交際、ＪＫビジネスなどでは
「自己責任」「モラルの低さ」が言われて、
その背後にある貧困や虐待、性暴力、性搾取の罠などが
見過ごされがちです。
このため、シンポジウムや広報活動により、
社会に広くこの問題を訴えます。

活動の状況
・シンポジウムの開催（毎年秋）
・広報活動
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詳細はホームぺージをご覧ください。

https://www.wakakusa.jp.net/
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https://www.wakakusa.jp.net/


まちなか保健室

LINE相談

メール相談

オンラインアウトリーチ（Twitter：「～＠若草PJ」）
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「相談」することのハードルの高さ
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2020年度LINE相談
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生活保護に関して、我々が今一番困っていること

大学生が受けられないこと
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私達が直面している困難なケース

・大学生（あるいは進学予定の高校生）

・実家で一緒に暮らす親から虐待を受けている

・本人は、実家を出たい

・親は、実家を出ることに反対している

・親からは、家を出るなら大学の学費や生活費を出さないと言われている

・貯金もない
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大学に入学する際にかかる費用

・大学の入学金

・前期の学費

・家の初期費用（寮：初期費用・前期分の寮費）

・日々の生活費
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